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９月３０日、６時間目に賞状伝達式、前期終業式を行いました。体育館での全校集会は見送❖前期終業式を行いました
り、放送室から各クラスにクロムブックで同時配信しました。終業式の中で岩井誠校長からの次のような講話がありました。

孔子が「論語」の中でこう話しています 「これを知る者は好む者に如かず、これを好む者は楽し▼ 。

む者に如かず 。学びにおいて、知っているだけの人では好きな人にはかなわない。好きなだけでは」

楽しんでいる人にはかなわないと訳されます。学びを楽しむレベルまでいくのはそう簡単ではないあ

りませんが 「楽しむレベルまでいくにはどうしたらいいんだろう？」と考えながら学ぶことが大事、

です。 高校の学びは義務教育の発展です。高校の先生方はみなその道の専門家ですので、わからな▼

いときはわからないと言い、聞きたいことは遠慮なく聞いて欲しい。もちろん高校生であれば、自分

なりに調べたり考えたりした上で聞くならば、それは質の高い質問になります。この繰り返しの先に進路が見えてくると思い

ます。三年生は今、そういう段階にあるのだと思います。 定期考査期間だけの「付け焼き刃的」な学習では、好きも楽しい▼

も喜びも中々生まれませんね。学ぶことの目的は幸せになることでもあります。そんな皆さんに一冊の本を紹介します。外山

滋比古（とやま しげひこ）さんの「思考の整理学」です。東大・京大の書店で長年No1の売り上げ

を誇る本です。インプットとアウトプットの間には思考の整理が欠かせません。そのヒントがちりば

められている本なので 「座右の書」として、迷ったときには手に取ってみると良いと思います。決、

して難しい内容でははなく、１章が6ページ程度の読みやすい本です。

夜の時間が長いこの季節、このことについて考えることが、皆さんの残り半年に「何らかの成果」▼

をもたらせば幸いです。 何か話したいことがあれば、遠慮なく校長室を訪ねてきて欲しいと思い▼

（一部抜粋しました）ます。

１０月５日～１３日の日程で開催された第３４回秋季東北地区高等学校軟◆軟式野球部 秋季大会準優勝、東北大会に進出!!
式野球宮城県大会兼第６３回宮城県高等学校軟式野球秋季大会にて、本校軟式野球部が見事準優勝！仙台高校としては平成２４年以来１０年ぶりとな

る上位入賞を果たしました。さらに、秋田県で行われる東北大会に宮城県第２代表として出場することが決まりました！

軟式野球部のマネージャーさん二人に聞きました。 東北大会を意識したのはいつでしたか？「準決勝を勝ち抜い◆ Ｑ

◆県新人大会結果速報！たら東北大会だと皆で意識していました。」 チーＱ．

ベスト３ムの緊張度はいかほどでしたか？「燃えに燃えながら 女子テニス部
も試合はむしろリラックスしながらやることはしっかりや

れる冷静さがありました。エラーも記憶にないぐらいで

す。一番緊張したのは緒戦の仙台一高戦でした。以

降はいつも通りの自分たちの野球が出来ていたと思

います。」 ．自分たちらしい勝ちパターンは？「先攻Ｑ

が必勝パターンだと思います。そして打のチームのイ

メージです。」 ．課題は？「課題は中継プレーかＱ

な。」Q.マネージャーさんが特に頑張ったことは？「お

守りづくり。優勝を願って、四日間で作りました。つら

かったです。笑」 .ＭＶＰをあげるとしたら？Ｑ

「佐々木優河君

（２年）かな。エー

100ｍバタフライ４位 熊坂稜介(2スでよく投げてよく 水泳部
年) 東北大会出場決定（東北大会は秋田県打 っ て く れ ま し

立総合プールで行われます。）た。」

ベスト３東北大会は１０月 ラグビー部
１０月２１日、準決勝に臨む２８日（金）からこ ◆ラグビー部を応援！

仙高ラグビー部を学校から応援しました（西側昇降口まちスタジアム

に特設モニターを設置しました （お昼休みの時間）で開催されます 。

↓東北放送による 生配信↑星綾乃 熊谷寧々さん（1年）と さん（2年） YouTube
第１回「とうほくSDGsアワード2022」◆

仙台高校版キャリアプラン「フェ審査員特別賞受賞
ニックスプラン」（総合的な探究の時間と特別活動をクロスし

た学習）が表彰されました。特に、１年次から３年次までの学

習活動の中心に「 」をおき、全校生徒で取り組んでいるSDGs

ことが評価されました。

←「一般社団法人 SDGsとうほく」
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１０月４日、東京エレクトロンホール宮城にて３年ぶりとなる芸術鑑賞会を開催しました。音楽を◆芸術鑑賞会を開催しました
テーマに「太鼓芸能集団 鼓童（新潟県佐渡 」の皆さまに和太鼓を披露してい）

ただきました。圧倒的パフォーマンスに終始拍手が沸き起こっていました。和太

鼓体験コーナーでは、生徒から８

名、教職員から４名が参加し、大

変盛り上がりました。次年度は演

。劇を鑑賞する予定となっています

１０月１３◆防災リーダー養成講座を開催 今年度３度目の防災避難訓練を実施１０月１２日、放課後大講 ◆
日、７校時に防災避難訓練を実施しました。地震の発生を想定して義室にて防災リーダー養成講座を開催しました。この講座には希望生徒・防災

行い、校庭までの避難は７分余りで完了できましたが、その後の講委員の生徒が参加し、東北工業大学教授 様による「なぜ人は逃菊池 輝

評でいくつか課題も挙げられたことから、今後の改善につなげていげ遅れるのか」と題した講義を聴きまし

きたいと思います。その後、た。今回学んだ知識を防災リーダーと

各教室にてオンライン形式をして生徒間での共有や、万が一の災害

とりながら負傷者がいた場合発生時に発揮して欲しいと思います。こ

の徒手搬送練習なども行い、の講座は、 の主貝ケ森市民センター

防災に対する意識・知識を高催で本校生徒を対象に毎年開催して

める機会となりました。いただいております。

１０月２０日、６・ １０月１４日の昼休み、◆２学年に国際理解教育を行いました。 生徒評議委員会を開催◆
７校時に国際理解 交流会を開催しました。３年ぶりに講師の方々に来校 後期生徒大会に向け、生徒会HR

、 、いただきました。今回は英語文化圏以外の国や地域への関心を深める目的で 執行部員 各クラス評議委員

開催し、講師はカザフスタン、インドネシア、台湾、インド、フィリピン、 部活動部長、各種委員会委員

バングラディシュ、香港、ルーマニア出身の方々をお招きしました。母国語 長が集まり事前の協議を行い

での自己紹介やお国事情、生活習慣など、初めて見聞きする文化に生徒達は ました。資料は印刷せずに、

聞き入っており、また各国での遊びや民族衣装なども実際に体験させていた スマートフォン画面で確認し

だきとても ながら進められました。活発

貴重な経験 な協議となり時間延長で行わ

ができまし れました。後期生徒大会は

た。講師の １０月２７日に開催されま

皆さまあり す。

がとうござ

いました。

２学年保護者説明会を開催 ＰＴＡ研修旅行は松島へ ２年次、ワックス清掃◆ ◆ ◆
９月２６日、今年度の第２学年ホームルーム研修 ９月２２日、１年次から３年次の保護者の １０月１４日、通常清掃の時間帯で２学年

旅行について、保護者説明会を行いました。全体 皆さまと教員が参加して研修旅行が行われ はワックス清掃を行いました。今後他の学

会後、クラス毎に分かれて懇談会が行われ、生徒 ました。歴史ある円通院で古に思いを馳せ 年も実施していきます。

が企画し進める研修旅行計画の進捗状況の他、研 ながら庭園の散策や数珠づくりを楽しみ、

修先の詳細情 親睦を深めま

報などについ した。参加し

て担任・副担 てくださった

任から説明が 皆さま、あり

ありました。 がとうござい

ました。

公開研究授業に向け事前研修会を行いました。 調理室では３年ぶりの調理実習となりました。◆ ◆
１０月２５日の「公開研究授業」に向けて、事前研修会を実施しまし １年生が「家庭基礎」の授業で、親子丼とすまし汁づくりに挑戦し

た。生徒の授業アンケートを活用して公開授業を振り返る試みで、当 ました。

日の授業検討会をシ

ミュレートしながら

細かい打合せを行い

ました。当日は、外

部からの参加者と共 ←楽しそう

に授業力向上をテー に調理実習

マに意見交換を行い する生徒

ます。


